






1.はじめに 

昭和 59 年度は現行の母子保健制度に対して総論的に第一線の小児科医としての意見を総

め今後の方針について検討した。今年は一歩進めて具体的に新しい試みとして 4才児健診

について一部テストケースとして実施したのでその成績について検討した。 


